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021.基本方針の整理一級建築士事務所（有）J.M.M.建築計画事務所

■ご要望のイメージ

オフィスとレジデンスにはそれぞれ特徴のあるファサードを作る

オフィスはフレキシブルで開放的な大空間とする

すべての賃貸住戸と厚生施設において宍道湖への眺望を確保する

レジデンスは湖への眺望を活かしバルコニーを充実させ住環境を向上させる

レジデンスのアメニティ向上のためにエントランスホールを充実させる

オフィスとレジデンスの動線を明確に分ける

道路から駐車場が直接見えないようにする

上海、中国へ進出する企業の中心地として松江にシンボルを造りたい

開放感があって若手が伸び行くイメージのある建物にしたい
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03一級建築士事務所（有）J.M.M.建築計画事務所 2.敷地の利用方法
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■敷地の利用方法

駐車場の確保

隣地建物との関係

計画地には駐車場の附置義務による駐車台数の法的な制約はありませんが、車社会であることの地域性を踏ま

えると、駐車台数はできるかぎり多くとることが理想です。
建設コストを考慮した場合、タワー方式などの機械駐車や地下駐車場は断念せざるを得ません。

基本的な考えとして自走式の平面平置き駐車が本計画においては最も適切です。
しかしながら、機械式二段駐車等の将来拡張性を視野に入れておくことも重要であり、内空高さに余裕を持た

せることが望ましいと考えます。
本提案では、コンペの趣旨に従い、建物の計画に重点を置き、その中で可能なかぎりの駐車台数を確保するも

のとします。
また、自走式平置き駐車場は道路から直接目に入ることが多く見受けられますが、建物の印象に大きく影響し

ますので、今回の計画では駐車場が直接見えない方法を提案します。

計画地西側（宍道湖側）の隣接敷地には、現在低層の建物がありますが、法的制約を考慮した場合、将来的に

高層の建築物の建設も可能です。
また、集合住宅などの建物を想定した場合、本計画と同じく、宍道湖への眺望を得るため、建物を本敷地側
ギリギリに配置する可能性もあります。

本計画において、西側の敷地境界側に寄せて配置した場合、将来的に宍道湖側の眺望が絶望的に奪われてしま
う可能性があります。

ゆえに、本計画においては敷地西側にできるかぎりの引きを取っておくべきだと考えます。

レジデンスの形状

本敷地は南北に細長い形をしており、この敷地の長さをレジデンスのレイクヴューに活かすことは計画上非常
に有効な手段です。

レイクヴューを活かす方法としてはレジデンスを高層にして高層部のパノラマを最大限確保するという方法が
あります。

また、敷地と宍道湖の間に10階建てのマンションがあり、眺望を阻害しています。
このことも踏まえ、レジデンスの形状、配置については計画を左右する大きなポイントであるといえます。

このことを本提案のキーポイントと考え、詳細に検討を繰り返しました。

オフィスとレジデンスのアプローチ

本敷地は南北端両方が道路に接道しているので、アプローチの方法としては様々な組合せが考えられます。

北側道路は幅員も広く、よく整備されているため、実用的なオフィスのアプローチとして適しています。
敷地南側道路は山居川に面しており、静かなレジデンスのアプローチに適しています。

オフィスとレジデンスの顔を作りたいとのご要望も踏まえると、北側道路がオフィスエントランス、
南側道路がレジデンスのエントランスという構成が最も適切だと考えます。

また、それぞれのエントランスを南北に振り分けることにより、縦動線も明確に分けることが可能になります。



043.施設配置と建物構成-1一級建築士事務所（有）J.M.M.建築計画事務所
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■施設配置と建物構成

レジデンス高層案 レジデンス低層案

メリット

デメリット

・高層住戸の眺望が圧巻である

・最高高さを31M以下に抑えた場合、階数が増え
　るため充分な階高の確保が難しい

・最下層住戸の眺望が得られない

・階を重ねることにより、共用部の面積が増える

・レジデンス全住戸に平均的な条件設定ができる

・十分な階高が設定できる

・オフィスと住戸の階高の調整が難しい

・賃貸住戸の半分以上において眺望が得られない

・駐車場の拡張性がない

概念図
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・建設コストが合理的である

・シンボル性が強調しやすい

・レジデンスのエントランスにゆとりがある

・高層に比べ共用部が少ない

※-1：31mを超えた場合、建築基準法による避難、構造の制約や
　　　消防法による制約がワンランクアップし、建設コストに
　　　大幅に響きます

施設配置と建物構成を詳細に検討した結果、レジデンスを高層にする案と低層にする案にしぼられました。
それぞれに長所短所を持っており、両者を比較して検討します。

N

・駐車台数が少ない

・駐車台数が少ない

・オフィスと厚生施設の関係が保ちにくい

・眺望に偏りがでる

※-2：4階以上で宍道湖への眺望が期待できるとした場合の高さです

宍道湖

花火

夕日・花火 夕日

夕日・花火

夕日・花火
夕日・花火

眺望に偏りがでる 比較的平均した眺望が得られる

一般的に各住戸に平均して良い条件

（南向き、眺望等）を振り分けると間口
が狭く奥行きが深い住戸配置となる

眺望について

住戸配置について

各住戸の平均した条件設定が難しい

施設配置について

N

眺望について

住戸配置について

施設配置について
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・すべての住戸に眺望が得られる

・十分な階高が設定できる

・駐車場の拡張性がある（二段駐車等）

・レジデンスエントランスにゆとりがある

・共用部が合理的に構成できる

・シンボル性が強調しやすい

・レジデンス一住戸あたりの間口が広い

・レジデンス住戸全体に平均的な条件が設定できる

2案の比較を踏まえ、両者のメリットだけを効果的に抽出したレジデンス案 両案のデメリットの解消

・階高の設定に機能を調整する制約がない

両者のデメリットをことごとく解消する方法として、レジデンスのボリュームを眺望が得られる高さ
まで持ち上げる案を提案します。
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理想的な施設構成
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セキュリティ

■理想的な施設配置と建物構成

夕日・花火

平均した眺望が得られる

敷地の長さを有効に利用して住戸を横長に配置

したため各住戸の間口を広く取ることができた
各住戸で平均した眺望が得られるうえ、湖の景観

を最大限取り入れることができる
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施設配置について 眺望について 住戸配置について
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左官　横方向
櫛コテ引き仕上げ

透明ガラスのうえルーバー

透明ガラス

ハーフミラーガラス
手摺：スチール

ルーバー：スチール

西側立面図

石張り

S=1:200

宍道湖側立面
レジデンスのプランの変化がそのまま表情を創ります。
眺望に配慮し、できるかぎり大きな窓をとります。
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オフィスファサード
オフィスのフロントは、ガラス、金属などの素材を中心に構成します。
伸びやかで大きな内部のオフィス空間が、通りから感じられるような
構成とします。

カラーモルタル　吹き付け

エキスパンドメタル塗装

ティンバーブリック

極細ボーダー粗面タイル
横使い

極細ボーダー粗面タイル
縦使い

コンクリート打放し仕上げ

吹き付けタイル

左官　横方向
櫛コテ引き仕上げ

透明ガラスのうえルーバー

透明ガラス

ハーフミラーガラス
手摺：スチール

ルーバー：スチール

石張り

北側立面図 南側立面図
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レジデンスファサード
石などの素材を使いながら、品格のあるファサードとします。
エントランス内部は高さに余裕があるため、素材と相まって豊かな
エントランスを構成します。

ANESHIMAFUKUGOUSISETU

3
0
0

▼RF GL+21,800 

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
9
7
0

3
,
9
5
0

1
,
0
8
0

▼6F GL+18,600

▼5F GL+15,400

▼4F GL+12,200

▼3F GL+9,000

▼2F GL+5,030

▼1F GL+1,080

2
2
,
3
0
0

▼　　 GL±0



114.全体計画案　東側立面図一級建築士事務所（有）J.M.M.建築計画事務所

カラーモルタル　吹き付け

エキスパンドメタル塗装

ティンバーブリック

極細ボーダー粗面タイル
横使い

極細ボーダー粗面タイル
縦使い

コンクリート打放し仕上げ

吹き付けタイル

左官　横方向
櫛コテ引き仕上げ

透明ガラスのうえルーバー

透明ガラス

ハーフミラーガラス
手摺：スチール

ルーバー：スチール

石張り

東側立面図
S=1:200

東側立面
レジデンスの外廊下が見える部分ですが、周辺の建物より高くなること
からかなりの部分が立面として見えてきます。

全体のコストバランスをみながら、一般的な素材をシンプルにデザイン
します。
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124.全体計画案　断面図-1一級建築士事務所（有）J.M.M.建築計画事務所

S=1:200
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▼1F GL+1,080
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A-A 断面図
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エントランスホール
駐車場 駐車場



134.全体計画案　断面図-2一級建築士事務所（有）J.M.M.建築計画事務所

S=1:200 S=1:200
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B-B 断面図 C-C 断面図

エントランスホール

両親
住戸

賃貸
住戸

賃貸
住戸

賃貸
住戸

単身者用
住戸

賃貸
住戸

賃貸
住戸

賃貸
住戸

オフィス

オフィス

車路 車路
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UP
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3,850 50

1
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7
50

7
,8
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3,900 5,900 5,9003,7002,400

4,800 1,500 15,500

腰壁の設置
オフィスから

駐車場が
見えない仕様

▼

オフィス

厚生施設
アプローチ

駐車場が直接見えない

避難ルート
・オフィス

・レジデンス

駐車場連絡通路

オフィス用エレベーター
（1F,2F,6F着床）

会社来客用

駐車スペース

▼

会社用
一時駐車
スペース

南面採光
大型窓オートドア

エントランスホールは上部が吹き抜けで
開放的な雰囲気です

天井高さは6M以上確保しています

隣接との視線の緩衝を防ぐ植栽

EV Hall

Entrance Hall

Office

酒類販売スペース

Meeting Room

車路

隣地境界線

隣地境界線

道
路
境
界
線

S=1:100

N

WC

WC

受付カウンター

懐かしい
クリーン

ルーバーによる
空間体験の制御

（光・視線）

開放感
広々

現代的
ルーバー効果

（夜現れる空間）

ファサード上部ルーバー

ファサード上部ルーバー

■オフィス　プラン　1階


